（各課様式１）

予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名　繁殖雌牛増頭支援事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

農政部 畜産振興課 飛騨牛銘柄推進室 銘柄推進係 電話番号：058-272-1111（内　2878）

　　　　　　　E-mail： c11437@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　 　１６，０００千円（前年度予算額： ２８，０００千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	28,000
	14,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,000

	要求額
	16,000
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）

飼料価格高騰や農家の高齢化に伴い廃業が進行し、県内繁殖農家戸数は20年前の4分の1にまで減少している。このため県内の肥育素牛の自給率は4割しかなく、大半を県外の産地（北海道、東北、九州など）からの導入に頼っている。しかし、全国的な子牛価格の高騰に伴い、繁殖雌牛導入が困難となっており飛騨牛生産農家の経営を圧迫している。
（２）事業内容

国や県、市町村が実施する事業等で増頭を目的に牛舎を整備した農家を対象に、増頭分に係る繁殖雌牛の導入経費に対して一部を助成する。
これにより、生産基盤を強化し、肥育素牛の安定供給を図り、飛騨牛生産農家の経営安定を目指すとともに、〝岐阜県生まれ岐阜県育ちの飛騨牛〝増産を目指す。
（３）県負担・補助率の考え方

定額
（４）類似事業の有無

　　無し

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	16,000
	牛舎設置事業後の繁殖雌牛増頭に対する支援

	合計
	16,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

Ｈ２７年度策定の「ぎふ農業・農村基本計画」では、子牛の生産体制を確保し、“岐阜県生まれ岐阜県育ちの飛騨牛”増産を目指していくこととしている。

（２）国・他県の状況
「畜産再興プラン（平成27年3月策定）」において「繁殖雌牛増頭」を喫緊の課題とし、今後3年間に重点的に対応を図るよう、各都道府県の対応を求めている。
（３）後年度の財政負担

平成28年度から令和2年度までの５か年。
（４）事業主体及びその妥当性
　　市町村、JA

県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	繁殖雌牛増頭支援事業費補助金

	補助事業者（団体）
	市町村、地域JA
（理由）肉用牛繁殖雌牛の増頭には市町村・ＪＡと連携して進める必要がある。

	補助事業の概要
	（目的）県内肉用牛繁殖雌牛の整備
（内容）牛舎設置事業後の繁殖雌牛増頭に対する支援

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）100千円/頭×繁殖雌牛増頭数。ただし、交雑牛を受卵牛として利用する場合は35千円/頭

（理由）雌牛導入にかかる資金借り入れの際の金利相当分を補助する。

	補助効果
	飛騨牛素牛供給量の増加と安定化

	終期の設定
	終期　令和２年度

（理由）ぎふ農業・農村基本計画の目標年度である為。


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

飛騨牛生産農家の経営安定を目指すとともに、“岐阜県生まれ岐阜県育ちの飛騨牛”増産を目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(H26年度末)
	目標

(終期)

	1 繁殖雌牛飼養頭数
	8,390
	10,000

	2 飛騨牛認定頭数
	11,253
	11,800


	
	　H28年度
	H29年度
	H30年度
	令和元年度

（要求）
	令和2年度

（要求）

	補助金交付実績
	1,600千円
	10,000千円
	(予算額)

18,000千円
	(予算額)

28,000千円
	(要求額)

16,000千円

	指標①目標
	8,926
	9,124
	9,462
	9,731
	10,000

	指標①実績
	7,610
	7,580
	7,530
	(推計値)

7,810
	(推計値)

8,000

	指標①達成率
	85％
	83％
	80％
	(推計値)
80%
	(推計値)
80%

	指標②目標
	11,435
	11,526
	11,550
	11,675
	11,800

	指標②実績
	9,950
	9,916
	10,042
	(推計値)

10,508
	(推計値)

11,800

	指標②達成率
	87％
	86％
	87％
	(推計値)
90%
	(推計値)
100%


（前年度の成果）

	　肥育農家が繁殖牛舎を整備する事例が増えており、令和元年度は２８０頭の予算枠を超える２８７頭の要望があった。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　農家の高齢化と新規就農者の不足により農家戸数が減少する可能性。

　飼料価格の高騰や子牛不足により繁殖雌牛の購入が困難になる可能性。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○
	飼料価格の高止まりや、高齢化による農家の廃業等により、子牛の生産頭数が減少し、飛騨牛の生産基盤を支える繁殖経営の弱体化が懸念されている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○
	本事業により、農家の繁殖雌牛増頭意欲が増加し、繁殖牛舎の整備を計画する農家が増加した。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)
○
	農林事務所、市町村、農協が連携し、繁殖雌牛の増頭に係る取組みを行う体制が構築されている。


（事業の見直し検討）

	農家戸数の減少による子牛生産頭数の減少に歯止めをかけるためには、新規就農者の育成と共に、繁殖雌牛の増頭を安心して行える環境を整える必要がある。


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）


